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支援会員・寄金 3,000円（年額） 
＊会員には、本通信を配布します。 

「フィンランドに流れる空気と教育」 

                                                             小学校教諭 太田 一徹 

 この夏、大学の教員をしている友人の誘いで、１０日間ほどフィンランドを訪れることができた。

小学校に勤める若い３人の女性教師との５人の旅となった。空港から首都ヘルシンキへの移動や他

の町への移動するバスや列車の窓から見える景色は、なんと北海道に似ていることか。両側に並ぶ

針葉樹の森林、時折広い畑とそこに建つ農家の赤い屋根。全く違和感がなかった。 

そして、ヘルシンキの街は、教会をはじめとした歴史的建造物は多数あるものの、そのほとんど

が徒歩可能圏にある。しかも、どこにでも行けるように、街中にトラム（市電）の線路が走ってい

るのである。流れている空気がゆったりと実にやわらかいのだ。この国は何なのだろう？ 

 フィンランド語は全くわからないのだが、肩の力がぬけていく。 

 ヘルシンキの街中で信号のない交差点を渡ろうと立ち止まると、必ず車が止まってくれて「どう

ぞ」と目配せしてくれる。「ありがとう」とおじぎをし手をあげると、ニコッと笑い「どういたしま

して」と目で語る声が聞こえてくるのだ。そして、ゆっくりと車は離れていく。それが、どの交差

点でも、どの地域でもなのだから…走る車のスピードもゆっくりである。 

 港や街中に立つマーケットには、何種類ものベリー（木の実）やキノコ、野菜が並んでいる。国

土の６８％が森林で湖沼の数は１９万を超える、まさに「森と湖の国」「ムーミンやサンタクロース

の住む国」なのだ。その森のほとんどは、誰でも自由に入り、木の実やキノコなどを自由に採れる

のだ。「誰もが森や湖､自然を楽しむ」ことが権利として保障されているというのである。(ｐ8へ続く) 

[注：筆者は兼ねてより道民教活動を推進されており、今春より本ＮＰＯ法人理事のお一人です。] 
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